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工　事  費  内  訳  書
実　施

工　　種 種　　別 細　別 元 設　　計 変　　更　　設　　計 摘　　　要

数　量 単位 単　価 金　額 数　量 単位 単　価 金　額

直接工事費

空調機器設置工 1 式

配管設備工 1 式

内装工 1 式

仮設工 1 式

撤去工 1 式

直接工事費

実　施

工　　種 種　　別 細　別 元 設　　計 変　　更　　設　　計 摘　　　要

数　量 単位 単　価 金　額 数　量 単位 単　価 金　額

共通仮設費 %

現場管理費 %

一般管理費 % 0

諸経費計

工事価格

消費税相当額

工事費

明細3

明細5

明細4

明細1

明細2



実施

変更 当り 第 1-1 号表
( m2当り算出）

実施　
元　 

数量 単　価 金　額 数　量 単　価 金　額

ルームエアコン 標準タイプ、壁掛型、ドレンポンプ

ＡＣＲ２２　 冷房能力2.2ｗｋ/暖房能力2.8kw 基 1 見積

1Ｆ宿直室 フード(吹出口)、壁面用架台(メッキ)

ルームエアコン 標準タイプ、壁掛型、ドレンポンプ

ＡＣＲ５６　 冷房能力5.6ｗｋ/暖房能力6.7kw 基 1 見積

1Ｆ事務室 フード(吹出口)、壁面用架台(メッキ)

標準タイプ、天井吊型、ドレンポンプ

ACP１６０ 冷房能力14.0ｗｋ/暖房能力16.0kw

1Ｆホール 防雪フード(吹出口)、壁面用架台(メッキ)

L字管、ワイヤードリモコン

ルームエアコン 標準タイプ、壁掛型、

ＡＣＲ４０ 冷房能力4.0ｗｋ/暖房能力5.0kw 基 1 見積

2Ｆ休憩室12帖 フード(吹出口)、壁面用架台(メッキ)

ルームエアコン 標準タイプ、壁掛型

ＡＣＲ５６　 冷房能力5.6ｗｋ/暖房能力6.7kw

フード(吹出口)、壁面用架台(メッキ)

2F休憩30帖×2

標準タイプ、床置きスタンド型

ACP１６０ 冷房能力14.0ｗｋ/暖房能力16.0kw

2Ｆホール 防雪フード(吹出口)、壁面用架台(メッキ)

ワイヤードリモコン、ドレインポンプ

ページ計

見積

見積

空冷式パッケージエアコン

4
2Fホール,2F休憩18帖

見積

基

基

明　　　細　　　書
空調機器設置工

一金

変　更　設　計
備　　考単位名　　　称

形  状  寸  法
　(長×巾×厚)

設　計

空冷式パッケージエアコン

基 1

2



実施

変更 当り 第 1-2 号表
( m2当り算出）

実施　
元　 

数　量 単　価 金　額 数　量 単　価 金　額

機器据付費 17.0

機器搬入費 揚重機含む 1.0 見積

機械基礎増設工事 1.0 見積

後施工アンカー 金属系、M10、下向き、ステンレス 箇所 4.0 見積

後施工アンカー 金属系、M12、下向き、ステンレス 箇所 8.0 見積

ページ計

【 合計 】

労務単価

見積(人工)

変　更　設　計
備　　考

一金
空調機器設置工

明　　　細　　　書

単位
設　計

名　　　称
形  状  寸  法　　　(長×

巾×厚)

人

式

式



実施

変更 当り 第 2-1 号表
( m2当り算出）

実施　
元　 

数量 単　価 金　額 数　量 単　価 金　額

液管　6.42φ、10mm厚 m 61 見積

液管　9.52φ、10mm厚 m 30 見積

ガス管　9.52φ、10mm厚 m 61 見積

ガス管　15.88φ、10mm厚 m 30 見積

屋内一般　20A m 91 見積

ドレン管　保温 GW 天井内　ALGC保温筒　20A m 91 見積

リモコン取付 箇所 3.0 見積

100*70 m 12.0 見積

140*80 m 26.0 見積

ページ計

冷媒用断熱材被覆銅管改修

冷媒用断熱材被覆銅管改修

排水:硬質ポリ塩化ビニル管(VP)改修

保温化粧ケース(樹脂)

保温化粧ケース(樹脂)

明　　　細　　　書
一金

配管設備工

名　　　称
形  状  寸  法
　(長×巾×厚)

単位
設　計 変　更　設　計

備　　考

冷媒用断熱材被覆銅管改修

冷媒用断熱材被覆銅管改修



実施

変更 当り 第 2-2 号表
( m2当り算出）

実施　
元　 

数　量 単　価 金　額 数　量 単　価 金　額

屋内外渡り配線 EM-EEF 2.0mm-3C 天井内 91.0 見積

リモコン配線 EM-CEE-S 1.25mm-2C 管内 5.0 見積

1種金属結び(MM1) A型(25.4mm) 5.0 見積

A型(25.4mm)、2個用スイッチボックス 2.0 見積

外壁穴あけ φ75mm×75～100mm 箇所 10.0 見積

ページ計

【 合計 】

1種金属結び(MM1)付属品

名　　　称

明　　　細　　　書
一金

配管設備工

形  状  寸  法　　　(長×
巾×厚)

単位
設　計 変　更　設　計

備　　考

m

m

m

個



実施

変更 当り 第 3 号表
( m2当り算出）

実施　
元　 

数量 単　価 金　額 数　量 単　価 金　額

化粧石膏ボード取外し 下地部分切断共 式 1.0 見積

化粧石膏ボード復旧 下地部分復旧共 式 1.0 見積

天井点検口 一般タイプ、アルミ製、額縁、450角 箇所 10.0 見積

小計

明　　　細　　　書
一金

内装工

名　　　称
形  状  寸  法
　(長×巾×厚)

単位
設　計 変　更　設　計

備　　考



実施

変更 . 当り 第 4 号表
( m2当り算出）

実施　
元　 

数量 単　価 金　額 数　量 単　価 金　額

養生(内部改修) 個別改修 ㎡ 90 見積

清掃工 個別改修 ㎡ 90 見積

脚立足場 内部 式 1.0 見積

脚立足場 外部 式 1.0 見積

外部足場組 幅3.6*3段、昇降階段有 式 1.0 見積

トラック架装、伸縮ブーム

高所作業車 作業床9.7m,バスケット型 日 5.0

計

備　　考

明　　　細　　　書
一金

仮設工

名　　　称
形  状  寸  法
　(長×巾×厚)

単位
設　計 変　更　設　計



実施

変更 . 当り 第 5 号表
( m2当り算出）

実施　
元　 

数量 単　価 金　額 数　量 単　価 金　額

室外機撤去

既存器撤去 室内機残存 式 1 見積

既存配管撤去 屋外露出部分のみ 式 1 見積

冷媒ガス抜取処分 KHP 2系統、特定フロン:R22 式 1 見積

撤去品運搬処分費 式 1 見積

計

備　　考

撤去処分共

明　　　細　　　書
一金

撤去工

名　　　称
形  状  寸  法
　(長×巾×厚)

単位
設　計 変　更　設　計



 

鹿瀬温泉赤湯空調設備更新工事 箇所位置図 

鹿瀬温泉赤湯 

空調設備設置 Ｎ＝10基 



件　名：かのせ温泉　赤湯

図面名：本館棟　空調設備　１階平面図

縮　尺：A3 1/100
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応接コーナー

物入れ

階段
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風除室

玄関ポーチ
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スロープ

便所（男）

リフト室

倉庫（旧和紙体験室）
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冷媒管サイズ表

記号 ガス管(φ) 液管(φ)

9.5 6.4

12.7 6.4

15.9 9.5

A

B

C

露出露出

C

壁面架台
(GL+3.0ｍ程度)

壁面架台
(GL+3.0ｍ程度)

壁面架台
(GL+3.5ｍ程度)

壁面架台
(GL+3.5ｍ程度)

室外機電源:3Φ200V-30A
(暖房低温最大:6.8kw)

室外機電源:3Φ200V-30A
(暖房低温最大:6.8kw)

室内機電源
1φ100V-15A
(最大:1.28kw)

室内機電源
1φ200V-20A

(最大:3.22kw)

3,6402,730 4,550 1,820 2,730 2,730

73.94㎡

67.08㎡



件　名：かのせ温泉　赤湯

図面名：本館棟　空調設備　２階平面図

縮　尺：A3 1/100
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冷媒管サイズ表

記号 ガス管(φ) 液管(φ)

9.5 6.4

12.7 6.4

15.9 9.5

A

B

C

R
D

C

20V
R

A 20V

D

20V

R

A

R
D

A

20V

既存
ＡＣ

160

既存(2F厨房)

屋根上
壁面架台

屋根上
壁面架台

屋根上
壁面架台

屋根上
壁面架台

壁面架台
(GL+3.0ｍ程度)

壁面架台
(GL+3.0ｍ程度)

室外機電源:3Φ200V-30A
(暖房低温最大:7.4kw)

室内機電源
1φ200V-20A
(最大:3.22kw)

室内機電源
1φ200V-20A
(最大:3.22kw)

室内機電源
1φ200V-20A
(最大:3.22kw)

室内機電源
1φ200V-20A
(最大:3.22kw)

室内機電源
1φ200V-20A
(最大:3.07kw)



鹿瀬温泉赤湯空調設備更新工事 仕様書 

 

1.概要 

 ・件  名  鹿瀬温泉赤湯空調設備更新工事 

 ・箇  所  阿賀町鹿瀬 11540 番地 1 

 ・工事内容  施設内空調更新及び既設空調設備(室外機)の撤去工事 

2.特記仕様書 

（1）空調設備仕様 

  以下のとおりとする。なお、機械設備の選定の際は、技術資料等を提出し発注者の 

承諾を得ること。 

品目/規格 数量 箇所 

1.ルームエアコン(ACR２２) 

 標準タイプ、壁掛型、ドレンポンプ 

 冷房能力 2.2kw/暖房能力 2.8kw 

 フード(吹出口)、壁面用架台(メッキ) 

 1 台 1F 職員室 

2.ルームエアコン(ACR５６) 

 標準タイプ、壁掛型、ドレンポンプ 

 冷房能力 5.6kw/暖房能力 6.7kw 

 フード(吹出口)、壁面用架台(メッキ) 

 1 台 1F 事務室 

3.空冷式パッケージエアコン(ACP160) 

 標準タイプ、天井吊型 

 冷房能力 14.0kw/暖房能力 16.0kw 

 防雪フード(吹出口)、壁面用架台(メッキ) 

 L 字管、ワイヤードエアコン 

 2 台 1F ホール 

4.ルームエアコン(ACR４０) 

 標準タイプ、壁掛型、ドレンポンプ 

 冷房能力 4.0kw/暖房能力 5.0kw 

 フード(吹出口)、壁面用架台(メッキ) 

 1 台 2F 休憩室１２帖 

5.ルームエアコン(ACR５６) 

 標準タイプ、壁掛型、ドレンポンプ 

 冷房能力 5.6kw/暖房能力 6.7kw 

 フード(吹出口)、壁面用架台(メッキ) 

 

 4 台 2F ホール 

2F 休憩 18 帖 

2F 休憩 30 帖×2 台 

6.空冷式パッケージエアコン(ACP160) 

 標準タイプ、床置きスタンド型 

 冷房能力 14.0kw/暖房能力 16.0kw 

 防雪フード(吹出口)、壁面用架台(メッキ) 

 ワイヤードエアコン 

 1 台 2F ホール 



 

（2）資材 

   本工事に使用する資材はすべて新品とする。 

 

（3）電力・水等 

   必要な電力・水等は請負者にて対応する。 

 

（4）工程管理 

   電気・水道等施設運営上必要な機能を停止する場合、事前に施設管理者と日程調整 

  し、了承を得ること。 

  

 （5）その他 

   なし 

 



鹿瀬温泉赤湯空調設備更新工事 特記仕様書 

 

 

第 1条 適用範囲 

１．本工事の施工にあたって請負者は、契約書に基づき、設計図書に従って施工するものとする。また、設計

図書のうち仕様書については、本特記仕様書、国土交通省大臣官房長官営繕部監修「公共建築工事標準仕様

書令和 4年度版(各工事編)」(以下標準仕様書という)、「公共建築改修工事標準仕様書令和 4 年度版(機械設

備工事編)」(以下、改修標準仕様書という)、「公共建築設備工事標準図(電気設備工事編) 令和４年度版」

(以下、解体共通仕様書という)、及び新潟県土木工事標準仕様書を適用するものとする。 

２．本工事の主任技術者または監理技術者は、下表に該当する資格者とする。 

許可を受けている業種 
 指定建設業(7業種) 

(土木・建築・管・鋼構造物・舗装・電気・造園)工事業 

その他(左記以外の 22業種) 

(大工・左官・とび・土工・コンクリート・石・屋根・タイル・れんが・ブロック・鉄筋・しゅ

んせつ・板金・ガラス・塗装・防水・内装仕上・機械器具設置・熱絶縁・電気通信・さく井・

建具・水道施設・消防施設・清掃施設・解体)工事業 

許可の種類 特定建設業者 一般建設業者 特定建設業者 一般建設業者 

元受工事における 

下請け金額の合計 

4,000万円※1 

以上 

4,000 万円※1

未満 

4,000万円※1 

以上は 

契約できない 

4,000万円 

以上 

4,000万円 

未満 

4,000万円 

以上は 

契約できない 

工
事
現
場
の
技
術
者
制
度 

元受工事における

置くべき技術者 
監理技術者 主任技術者 監理技術者 主任技術者 

技術者の 

資格要件 

➀一級国家資格者 

➁国土交通大臣 

認定者 

➀一級・二級国家資格者 

➁指定学科＋実務経験者 

➂実務経験者(10年以上) 

➀一級国家資格者 

➁指導監督的な 

実務経験者 

➀一級・二級国家資格者 

➁指定学科＋実務経験者 

➂実務経験者(10年以上) 

技術者の 

現場専任 公共性のある工作物に関する建設工事であって、請負金額が 3,500と万円※2以上となる工事 

監理技術者資格

者証の必要性 

技術者の専任を

要する建設工事

のときに必要 

必要なし 

技術者の専任を

要する建設工事

のときに必要 

必要なし 

※1:建築一式工事の場合は、6,000万円  ※2:建築一式工事の場合は、7,000万円 

３．資格証明書の提出 

  上記に掲げた項目に該当する「主任技術者、監理技術者決定通知書」に資格証明書の写しを添付するこ

と。 

４．活用の基準 

  上記の基準により主任技術者及び監理技術者を置くことが過重な負担となる時は、監督員にその旨申し

出て協議すること。 

５．本工事は概数発注で発注するものである。なお、詳細については監督職員の指示に従うものとする。 

  ６．段階確認 

請負者は、「土木工事監督技術基準 別表２」にある工種の施工段階においては、段階確認を受けなければ

ならない。この際、請負者は、種別、細別、確認時期及び項目の予定を監督職員に書面により報告しなけれ

ばならない。 

ただし、段階確認の実施時期及び実施箇所は監督職員が定めるものとする。 

７．工事材料の品質 



請負者は、「土木工事監督技術基準 別表１」にある工事材料については、事前に監督職員の検査（確認を

含む）を受けるものとし、その外観及び品質証明書等を照合し確認した資料を事前に監督職員に提出しなけ

ればならない。 

８．施工計画書 

請負者は、工事着手前に工事目的物を完成するために必要な手順や工法等についての施工計 

画書を監督員に提出しなければならない。 

請負者は、施工計画書を遵守し工事の施工に当たらなければならない。 

この場合、請負者は、施工計画書に次の事項について記載しなければならない。また、監督 

員がその他の項目について補足を求めた場合には、追記するものとする。ただし、受注者は簡 

易な工事および緊急を要する工事においては監督員の承諾を得て施工計画書の提出を省略する 

ことができる。 

又、施工計画書の内容に変更が生じた場合には、そのつど当該工事に着手する前に変更に関 

する事項について、変更施工計画書を提出しなければならない 

第２条 施  工 

 １．作業残土等の処理 

２．施工機械 

１）排出ガス対策型建設機械 

   本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成３年

１０月８日付建設省経機発第２４９号）」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械を使用するものと

する。排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は、平成７年度建設技術評価制度公募課題「建設機械

の排出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同等の開発目標で実施された民間建設技術審査・証明事業に

より評価された排出ガス浄化装置を装着することで、排出ガス対策型建設機械と同等とみなす。ただし、

これにより難い場合は、監督職員と協議するものとする。 

   排出ガス対策型建設機械あるいは排出ガス浄化装置した建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現

場において使用する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。 

機      種 備      考 

一般工事用建設機械 

・バックホウ 

・トラクタショベル（車輪式） 

・ブルドーザ 

・発動発電機（可搬式） 

・空気圧縮機（可搬式） 

・油圧ユニット 

（以下に示す基礎工事用機械のうち、ベース

マシーンとは別に、独立したディーゼルエン

ジン駆動の油圧ユニットを搭載しているも

の：油圧ハンマ、バイブロハンマ、油圧式鋼

管圧入・引抜機、油圧式杭圧入引抜機、アー

アスオーガ、オールケーシング掘削機、リバ

ースサーキュレーションドリル、アースドリ

ル、地価連続壁施工機、全回転型オールケー

シング掘削機） 

・ロードローラ、タイヤローラ、振動ローラ 

・ホイールクレーン  

ディーゼルエンジン（エンジン出力

7.5kw 以上 260kw以下）を搭載した建設

機械に限る。 

２）低騒音建設機械 

本工事において「建設工事に伴う騒音振動対策技術指針」（昭和 62年 3月 30 日建設省経機発第 58 号）

に基づき低騒音型建設機械の使用が原則となる場合は、「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規

程」（平成 9年建設省告示第 1536号）に基づき指定された低騒音型建設機械を使用するものとする。ただ



し、これにより難い場合は、監督職員と協議の上、必要書類を提出するものとする。また、低騒音型建設

機械を使用する場合、請負者は施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出す

るものとする。 

第３条 疑義・その他 

１．連絡体制の確立と速やかな連絡の徹底 

  当該現場で公衆災害が発生した場合に必要となる他機関（保健所、警察署、市町村、消防署等）を含め

た連絡体制表の策定と、発生時の現場から監督職員への速やかな連絡を徹底すること。 

２．建設機械等の設置位置の適正化 

 建設機械等を設置する場合、その設置位置については周囲の状況を十分に勘案のうえ、安全かつ適切な

場所とするとともに、万が一油漏れ等の事故が発生した場合に備えた対策を事前に講じておくこと。 

３．建設機械等の点検・整備 

 安全管理責任者を定め、始業・終業点検等を定められたチェックシートにより点検し、不具合な箇所は

整備すること。 

４．建設機械の油漏れ等発生時の臨機の措置 

１）当該現場での処置 

油漏れ等が発生しても拡散しないような敷シート等による措置を徹底すること。 

２）マット等対策資材の整備 

油漏れ等が発生した場合に備えて当該現場におけるマット等対策資材を整備すること。 

３）他機関との連携 

 保健所、警察署、消防署等との日頃からの連携を密にしておくこと。 

５．請負者は、上記以外の事項及び疑義が生じた場合、その都度監督職員と協議すること。 

 

以上 


